
歯
髄
は
、
中
胚
葉
由
来
の
疎
性
結
合
組
織
で
、
歯
牙
内
部
の
歯

髄
腔
を
充
た
し
て
い
る
軟
組
織
で
あ
る
。
形
態
学
的
に
は
、
冠
部

歯
髄
、
根
部
歯
髄
に
分
か
れ
、
機
能
的
に
は
、
象
牙
質
の
形
成
、

歯
の
栄
養
、
知
覚
、
修
復
、
防
衛
を
担
当
す
る
と
言
わ
れ
、
臨
床

的
に
歯
髄
炎
に
お
け
る
痒
痛
時
は
、
歯
髄
摘
出
術
が
基
本
的
な
治

療
法
で
あ
る
。
通
常
、
歯
の
中
の
神
経
と
言
う
の
は
、
こ
の
歯
髄

組
織
の
事
を
指
す
場
合
が
多
い
。
人
類
は
、
有
史
以
来
歯
痛
に
関

し
て
幾
多
の
悲
喜
劇
を
く
り
返
し
て
き
た
が
、
そ
の
原
因
の
一
つ

歯
髄
は
、
通
史
は
少
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。

古
代
、
誰
が
最
初
に
歯
髄
に
関
す
る
知
見
を
得
て
い
た
か
、
は

っ
き
り
し
な
い
点
が
多
い
が
、
ス
シ
ュ
ル
タ
は
、
今
日
で
言
う
エ

ナ
メ
ル
質
、
象
牙
質
の
二
層
性
の
区
別
を
し
て
い
た
事
か
ら
、
歯

髄
腔
の
存
在
を
確
認
し
て
い
た
の
で
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
歯

妬
歯
髄
の
歴
史

西
巻
明
彦

髄
腔
穿
孔
方
法
を
最
初
に
記
載
し
た
の
は
、
ガ
レ
ノ
ス
で
、
歯
痛

の
治
療
法
の
中
で
、
「
患
歯
に
薬
を
用
い
る
時
は
、
小
さ
な
錐
で
患

歯
を
穿
孔
し
て
か
ら
の
方
が
よ
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ン
ッ

ェ
ン
ゾ
・
グ
リ
ニ
氏
に
よ
れ
ば
、
歯
痛
の
原
因
の
一
つ
が
歯
の
内

部
（
歯
髄
の
炎
症
）
に
よ
っ
て
起
こ
る
こ
と
を
認
め
た
の
は
、
ア
ル

キ
ゲ
ネ
ス
（
Ａ
Ｄ
二
世
紀
頃
）
で
、
①
歯
髄
の
存
在
を
す
で
に
知
っ

て
い
た
事
、
②
髄
腔
穿
孔
法
、
病
的
歯
質
を
排
除
し
歯
の
保
存
を

は
か
り
、
抜
歯
す
べ
き
歯
と
の
区
別
を
行
っ
た
点
を
功
績
と
し
て

挙
げ
て
い
る
。

中
世
に
入
り
、
歯
髄
に
関
す
る
知
見
は
、
停
滞
し
ア
ラ
ビ
ア
医

学
に
お
い
て
も
ア
ル
キ
ゲ
ネ
ス
の
理
論
を
追
随
し
て
い
る
。

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
は
、
「
切
断
さ
れ
た
頭
蓋
」
（
一
四

八
九
年
）
の
中
で
、
上
顎
大
臼
歯
の
口
蓋
根
に
根
尖
孔
と
思
わ
れ
る

図
を
記
載
し
て
い
る
。
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、
歯

の
解
剖
図
で
歯
髄
腔
の
存
在
を
明
示
し
、
歯
髄
腔
は
歯
の
栄
養
の

た
め
に
あ
る
と
生
理
学
的
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
エ
ウ
ス
タ
キ

オ
は
、
「
歯
科
学
書
」
二
五
六
三
年
刊
行
）
の
中
で
、
歯
髄
と
歯
髄

腔
の
存
在
を
述
べ
、
加
齢
に
よ
り
歯
髄
腔
が
狭
く
な
る
こ
と
を
認

め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
六
世
紀
に
入
り
、
し
だ
い
に
形
態
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学
的
に
そ
の
全
体
像
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
治
療
法
は
パ

レ
に
よ
れ
ば
髄
腔
を
穿
孔
し
焼
灼
す
る
と
言
う
古
代
か
ら
の
方
法

を
抜
け
出
し
て
い
な
い
し
、
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
も
基
本
的
に
こ
の
方

法
を
世
襲
し
て
い
る
。

歯
髄
の
微
細
構
造
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
顕
微
鏡
発
達
以

後
一
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
、
ケ
リ
カ
ー
が
象
牙
芽
細
胞
層
を

一
九
世
紀
中
頃
に
発
見
し
、
象
牙
芽
細
胞
と
名
付
け
た
の
は
、
ワ

ル
ダ
イ
エ
ル
氏
で
あ
る
。
象
牙
芽
細
胞
直
下
の
無
細
胞
層
で
あ
る

細
胞
希
薄
層
を
記
載
し
た
の
は
、
一
八
六
八
年
ボ
ル
、
一
八
八
六

年
ブ
ラ
ッ
ク
、
一
八
八
七
年
ワ
イ
ル
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
層
は
、
標
本
作
製
時
の
人
工
産
物
で
あ
る
と
い
う
論
争
が
起

こ
っ
た
が
、
パ
ル
チ
ェ
が
一
八
九
二
年
に
新
鮮
な
歯
髄
か
ら
取
り

出
し
、
そ
の
後
で
固
定
を
行
っ
て
も
細
胞
希
薄
層
が
存
在
す
る
こ

と
を
実
証
し
、
決
着
を
み
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
○
六
年
、
コ
ル

フ
は
、
歯
髄
の
表
層
に
あ
る
銀
好
性
の
細
線
維
を
コ
ル
フ
の
原
線

維
と
名
付
け
、
象
牙
質
の
形
成
の
本
体
は
、
こ
の
原
線
維
で
あ
る

と
主
張
し
た
が
、
今
日
否
定
さ
れ
て
い
る
。
歯
髄
組
織
は
、
硬
組

織
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
固
定
法
が
難
し
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
見
解
が
出
る
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
今
日
で
も
、
は
っ
き
り
し

た
歯
髄
の
生
物
学
的
異
義
、
リ
ン
パ
管
の
存
在
の
有
無
な
ど
不
明

な
点
が
多
い
。

歯
髄
に
関
す
る
治
療
方
法
は
、
一
八
三
六
年
ス
プ
ー
ナ
ー
に
よ

り
最
初
に
記
載
さ
れ
し
だ
い
に
繁
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ウ
ェ

ル
ズ
、
モ
ー
ト
ン
な
ど
の
全
身
麻
酔
法
の
創
始
以
後
、
一
八
九
四

年
に
浸
潤
麻
酔
法
が
シ
ュ
ラ
イ
ヒ
に
よ
り
試
み
ら
れ
、
一
九
○
六

年
ノ
ギ
ー
が
伝
達
麻
酔
法
を
応
用
し
、
注
射
に
よ
る
歯
髄
摘
出
術

が
し
だ
い
に
ひ
ろ
ま
っ
て
い
っ
た
。
人
類
は
、
一
九
世
紀
か
ら
二

○
世
紀
初
頭
に
か
け
て
焼
灼
法
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

歯
髄
研
究
は
、
硬
組
織
研
究
と
同
様
に
そ
の
解
析
が
十
分
と
言

え
ず
、
歯
髄
炎
の
瘻
痛
寛
解
の
た
め
抜
髄
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
も
、
現
代
歯
科
医
学

の
脆
弱
さ
を
物
語
る
一
つ
の
側
面
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
日
本
歯
科
大
学
新
潟
歯
学
部
医
の
博
物
館
）
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